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Ⅰ．機能概要 
１．特長 

（１）マネジメントレポート設計ツールは、Excelで動作する Excelアドイン（Excelの追加拡張機能）です。当

ツールを利用することにより、以下の内容を実現できます。 

①ExcelにＦＸクラウドシリーズのデータの内容を出力できるため、Excel上で最新の業績を確認できます。 

②帳表作成時における工数や、データ加工時の集計ミスなどのリスクを低減できます。 

 

（２）マネジメントレポート設計ツールをインストールすると、実績や予算などのＦＸクラウドシリーズのデー

タを取得する特有の関数を、Excel に挿入できるようになります。この関数を利用して取得した実績や予算

は、その時点での最新のデータです。そのため、ＦＸクラウドシリーズ本体を起動することなく、Excel 上

で最新の業績を確認できます。 

①ＦＸ２クラウド、ＦＸ２農業会計クラウドの関与先で利用する場合 

 

②ＤＡＩＣ２クラウドの関与先で利用する場合（※専用関数として「建設用関数ライブラリ」を表示します） 

 

③ＭＸ２クラウドの関与先で利用する場合（※専用関数として「合計部門用関数ライブラリ」「医業用関数ライ

ブラリ」を表示します） 

 

 

（３）マネジメントレポート設計ツール特有の関数とExcelの標準機能(罫線など)を併用して帳表を作成できま

す。このため、マネジメントレポート設計ツールを利用して帳表を一度作成すれば、その後メンテナンスす

ることなく、最新のデータを Excelで確認できるようになります。 
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２．機能概要 

（１）Excelへのマスターの配置機能 

①マスター情報（勘定科目コードや勘定科目名）を、任意のセルに配置できます。 

②マスター情報を配置する際、配置する方向(縦方向又は横方向)を選択することができます。当機能を利用す

ることで、タイトル行やタイトル列が作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特有の関数による最新データの取得機能 

①マネジメントレポート設計ツール特有の関数を利用して、残高や発生額などの値を取得することができます。 

②関数の引数に、コードなどのマスター情報を配置したセルの値をセットすることで、より簡単に帳表を作成

できます。 

③マネジメントレポート設計ツール特有の関数を埋め込んだファイルを起動すると、起動のタイミングで、デ

ータベースから最新の値が集計されます。そのため、残高等の変更があっても、関数のメンテナンスをする

ことなく、最新の値が取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④なお、各ユーザの設定において「利用可能な会社」に該当しない会社の場合、当該会社のデータを出力しよ

うとしても、データは表示されません。(セルには「#VALUE」などの文字が出力されます) 
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（３）Excelの標準機能との併用 

①Excel の標準の関数と、マネジメントレポート設計ツール特有の関数を組み合わせて利用できます。マネジ

メントレポート設計ツールの関数を利用して取得した値に四則演算を行うことや、平均値を求めることが可

能です。 

②罫線を引くことやマネジメントレポート設計ツールを利用して取得した値をもとにグラフを作成することも

できます。そのため、各種報告資料の作成業務の標準化が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（４）報告用ファイルの作成機能 

①マネジメントレポート設計ツール特有の関数が埋め込まれたファイルを起動しようとすると、ＦＸクラウド

シリーズのユーザID及びパスワードの入力画面が表示されます。このため、ＦＸクラウドシリーズの利用者

でなければ最新の業績が確認できない旨のセキュリティが確保できる反面、ＦＸクラウドシリーズは利用し

ないが帳表は電子データで確認するといった人は当該ファイルを利用できません。 

②このようなケースを想定し､報告用のファイルを別途作成できる機能が設けられています。当機能を利用し

て作成した報告用のファイルの場合､もともとマネジメントレポート設計ツールの関数を埋め込んだセルに

は、関数ではなく､取得した値そのものがセットされます。このため､報告用のファイルであれば、ＦＸクラ

ウドシリーズの利用者ではなくとも、金額等が確認できます。 

③なお、報告用のファイルにはマネジメントレポート設計ツールの関数はセットされていないため、ＦＸクラ

ウドシリーズのデータが変更されても、当該ファイルにはその旨は反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Excelの標準の関数も同時に利用可能 
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Ⅱ．事前準備 
 

 

１．動作環境 

マネジメントレポート設計ツールは、ＦＸクラウドシリーズをご利用中のパソコンにインストールして利用

します。なお、当該パソコンにExcelがインストールされている必要があります。 

 

行 項目 内容 

1 OS Windows 11/10 

2 必要なコンポーネント ・.NET Framework 4.5.1 以降 

・Visual Studio 2010 Tools for Office Runtime 

3 Excel Excel 2021/2019/2016 

※以下のオプションが有効となっている必要があります。 

（2021、2019、2016共通） 

・[Microsoft Office Excel]-[.NET プログラミング サポート]  

・[Office 共有機能]-[Visual Basic for Applications] 

（上記オプションはインストール オプションに [完全] を選択すれば自動

的にインストールされます） 
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２．マネジメントレポート設計ツールの登録 

(1) ハンバーガーメニューで「ダウンロード」をクリックします。 

 

(2) 「マネジメントレポート設計ツール」の「ダウンロード」ボタンをクリックします。「正常に登録されまし

た。」と表示されたら「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
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３．ユーザＩＤごとの「業務範囲」の確認 

「ユーザ権限」でユーザIDごとの「業務範囲名」を確認します。 

 

 

４．「業務範囲」の確認・変更 

「業務範囲」でマネジメントレポート設計ツールの権限を確認します。チェックがついていない場合はチェック

をつけます。 
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Ⅲ．基本操作 
１．基本操作 

（１）起動とログイン 

  ①マネジメントレポート設計ツールをインストールすると、Excel にタブ「ＦＸクラウドシリーズ」が登録

されます。このタブ「ＦＸクラウドシリーズ」内の各メニューを利用します。 

 

  ②タブ「ＦＸクラウドシリーズ」の「ログイン」をクリックすると、ＦＸクラウドシリーズのログイン画面

が起動します。ユーザ ID 及びパスワードを入力します。複数社利用している場合は会社ごとにユーザ ID

及びパスワードを入力します。 

 

  ③マネジメントレポート設計ツールの各メニューが表示されます。 

 
 

（２）マスター情報の取得 

  ①マスター情報の配置 

   1)タブ「ＦＸクラウドシリーズ」の「マスター情報の取得」から「マスター情報の配置」をクリックする

と、左のメニューが表示されます。これらのメニューで、マスター情報の配置機能を利用できます。 

 

   2)挿入できるマスターは以下の９項目です。 

   ・会社 

   ・勘定科目 

   ・部門 

  

 

   ・取引先 

   ・利益管理表項目 

   ・従事員数等 

   ・工事（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 
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   ・配賦グループ（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

   ・工種（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

  ②マスター関数の挿入（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

1)タブ「ＦＸクラウドシリーズ」の「マスター情報の取得」から「マスター関数の挿入」をクリックする

と、左のメニューが表示されます。 

 

   2)「マスター関数の挿入」は、「マスター情報の配置」機能を拡張したもので、任意のセルにこのマスター

関数を挿入することで、ファイルを開くごとに条件に合致したマスター情報を自動で取得することがで

きます。この機能と後述する「特有の関数による最新データの再取得機能」の「処理年月」関数を組み

合わせることで、処理月と取得条件に応じたマスター情報を動的に表示できます。 

   3)挿入できるマスター関数は以下の２項目です。 

    ・工事マスター 

    ・配賦グループマスター 

 

（３）関数の挿入 

  タブ「ＦＸクラウドシリーズ」の「共通関数ライブラリ」に配置されている、メニュー「処理年月」～「従

事員数等」を利用して、マネジメントレポート設計ツール特有の関数を挿入できます。 

  また、ＤＡＩＣ２クラウドやＭＸ２クラウドでは、「建設用関数ライブラリ」「合計部門用関数ライブラリ」

「医業用関数ライブラリ」から、各業種の専用関数を利用できます。 

 

（４）最新の情報に更新 

  現在利用中のマネジメントレポートの内容を最新の情報に更新します。「最新の情報に更新」をクリックする

と、データベースから最新のデータが集計され、再計算処理が実行されます。 
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（５）報告用ファイルの作成 

  ①タブ「ＦＸクラウドシリーズ」のメニュー「報告用ファイル作成」をクリックすると、「名前を付けて保存」

画面が表示されます。当画面で任意のファイル名を入力し、報告用ファイルを別途保存します。 

  ②なお、作成したマネジメントレポートの保存は、通常の Excelファイルの保存方法と同様、「ファイル」の

「保存」等から行います。 
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Ⅳ．マスター情報の配置 
１．機能概要 

（１）勘定科目などのマスターの内容（コードや勘定科目名など）を、Excelに出力できます。 

 

（２）マスターの配置機能を利用することにより、マネジメントレポート設計ツールの列や行のタイトルなどを

作成できるほかに、実績や予算を取得する関数の引数に利用できます。このため、当機能を利用することに

より、簡単にマネジメントレポートを作成することができます。 

 

（３）マスターの配置機能を利用し、Excelに配置可能なマスター及び出力内容は以下の通りです。 

①全システム共通 

行 マスター名 出力内容 

１ 会社 「会社コード」及び「会社名」を出力できます。 

２ 勘定科目 「勘定科目コード」及び「勘定科目名」を出力できます。 

選択により、「補助コード」、「口座名」、「取引先コード」、「取引先名」を出

力することもできます。 

３ 部門 「部門コード」及び「部門名」を出力できます。 

４ 取引先 「取引先コード」及び「取引先名」を出力できます。 

５ 利益管理表項目 「利益管理表項目コード」及び「利益管理表項目名」を出力できます。 

６ 従事員数等 「単位数量名」を出力できます。 

②ＤＡＩＣ２クラウド専用（※ＤＡＩＣ２クラウドの関与先で利用する場合に表示されます） 

行 マスター名 出力内容 

１ 工事 「工事番号」、「工事正式名」を含む、３８項目の工事詳細情報を出力できま

す。対象となる工事は「未成工事」、「完成工事」、「履歴工事」から選択する

ことができます。 

２ 配賦グループ 「配賦グループコード」、「配賦グループ名」を出力できます。 

３ 工種 「工種大分類コード」、「工種大分類名」、「工種小分類コード」、「工種小分類

名」を出力できます。 

 

（４）マスターの配置機能は、機能を実行した時点のマスター情報を出力するものです。関数とは異なり、Excel

起動等の都度、ＦＸクラウドシリーズのデータベースからデータを取得する機能ではありません。このため、

ＦＸクラウドシリーズでマスターの追加・修正を行っても、作成したマネジメントレポートにマスターの変

更内容は反映されませんので、ご注意ください。 
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２．会社 

当機能により、関与先コード及び商号をセルに配置できます。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「会社」メニューを選択する

と、「会社の選択」画面が表示されます。Excelに配

置する会社を選択し、「配置開始」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

会社コード及び会社名を縦方向に配置する場合は、「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を、横

方向に配置する場合は「横方向に配置」を選択し、「配置開始」ボタンをクリックします。 

縦方向に配置するように指定した場合、選択中のセルの列に会社コードが、１列右の列に会社名が、配置され

ます。一方、横方向に配置するように指定した場合は、選択中のセルの行に会社コードが、１行下の行に会社名

が配置されます。 
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３．勘定科目 

当機能により、勘定科目コード、勘定科目名をセルに配置します。また、勘定科目ごとの残高管理対象の口座、

取引先のコードや名称をセルに配置することもできます。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「勘定科目」メニューを選択

すると、「会社の選択」画面が表示されます。当画面

で、どの会社の勘定科目等を配置するのかを選択し

ます。なお、当画面はＦＸクラウドシリーズを複数

社利用している場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

次に、｢勘定科目の抽出条件の指定｣画面が表示さ

れます。当画面でExcelに配置する勘定科目の抽出

条件を指定します。 

「合計科目のみ抽出する」欄にチェックを付ける

と、「当座資産計」や「流動資産計」などの合計科目

のみ次の「配置する勘定科目の選択」画面で選択対

象の勘定科目として表示されます。 

 

 

 

 

｢勘定科目の抽出条件の指定｣画面で、抽出する勘

定科目の条件を指定し、「次へ」ボタンをクリックす

ると、「配置する勘定科目の選択」画面が表示されま

す。当画面には、「勘定科目の抽出条件の指定」画面

で指定した条件に該当する勘定科目のみが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

｢配置する勘定科目の選択｣画面で、配置する勘定

科目を指定し、「次へ」ボタンをクリックすると、「内

訳の配置の有無」画面が表示されます。当画面で口

座、取引先の配置の有無を選択し、「配置開始」ボタ

ンをクリックすると、選択した勘定科目のコード及

び名称をはじめ、条件により、口座、取引先のコー

ド及び名称などを配置することができます。なお、

画面と同様に、減算科目については、名称の後ろに

「（△）」が付いた状態で配置されます。 

なお、ＭＸ２クラウドの場合は、上記に加えて、

保自区分を配置することができます。 
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（２）口座と取引先の配置 

「内訳の配置の有無」画面で、「口座を配置する」欄にチェックを付けて「配置開始」ボタンをクリックすると、

勘定科目コード及び勘定科目名に加えて、補助コード及び口座名も配置されます。同様に、「取引先を配置する」

欄にチェックを付けて「配置開始」ボタンをクリックすると、勘定科目コード及び勘定科目名に加えて、取引先

コード及び取引先名も配置されます。「口座を配置する」欄及び「取引先を配置する」欄の両方にチェックを付け

て「配置開始」ボタンをクリックすると、勘定科目コード、勘定科目名、補助コード、口座名、取引先コード、

取引先名の６項目が配置されます。 

なお、配置される口座・取引先は、勘定科目ごとの残高管理対象のものに限られます。 

＜例（すべて並列方式による配置）＞ 

・「口座を配置する」欄のみにチェックを付けた場合 

1121 受取手形 A 手持     

1121 受取手形 B 割引     

1121 受取手形 C 裏書     

1122 売掛金       

1125 有価証券 A 売買目的     

1125 有価証券 B その他     

 

・「取引先を配置する」欄のみにチェックを付けた場合 

1121 受取手形       

1122 売掛金 000001 Ａ社     

1122 売掛金 000002 Ｂ社     

1125 有価証券       

 

・両方にチェックを付けた場合 

1121 受取手形 A 手持     

1121 受取手形 B 割引     

1121 受取手形 C 裏書     

1122 売掛金   000001 Ａ社   

1122 売掛金   000002 Ｂ社   

1125 有価証券 A 売買目的     

1125 有価証券 B その他     
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（４）内訳方式と並列方式 

「内訳の配置の有無」画面で、口座・取引先の出力方式として、「内訳方式」と「並列方式」が選択できます。

「内訳方式」を選択した場合、勘定科目の行（又は列）が配置された後に、口座や取引先の行(又は列)が配置さ

れます。一方、「並列方式」を選択した場合、口座や取引先が配置される勘定科目の場合は、勘定科目の行（又は

列）は配置されず、内訳の行(又は列)のみが配置されます。 

＜例＞ 

・「内訳方式」の場合 

1121 受取手形       

1121 受取手形 A 手持     

1121 受取手形 B 割引     

1121 受取手形 C 裏書     

1122 売掛金       

1122 売掛金   000001 Ａ社   

1122 売掛金   000002 Ｂ社   

1125 有価証券       

1125 有価証券 A  売買目的     

1125 有価証券 B その他     

 

・「並列方式」の場合 

1121 受取手形 A 手持     

1121 受取手形 B 割引     

1121 受取手形 C 裏書     

1122 売掛金   000001 Ａ社   

1122 売掛金   000002 Ｂ社   

1125 有価証券 A 売買目的     

1125 有価証券 B その他     
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（５）方向の指定 

「内訳の配置の有無」画面の「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を選択すると、勘定科目コ

ードや勘定科目名などを縦方向に配置することができ、「横方向に配置」を選択すると、勘定科目コードや勘定科

目名などを横方向に配置できます。 

＜例（すべて並列方式による配置）＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

1121 受取手形 A 手持     

1121 受取手形 B  割引     

1121 受取手形 C 裏書     

1122 売掛金   000001 Ａ社   

1122 売掛金   000002 Ｂ社   

1125 有価証券 A 売買目的     

1125 有価証券 B その他     

 

・「横方向に配置」の場合 

1121 1121 1121 1122 1122 1125 1125 

受取手形 受取手形 受取手形 売掛金 売掛金 有価証券 有価証券 

A B C   A B 

手持 割引 裏書   売買目的 その他 

   000001 000002   

   Ａ社 Ｂ社   
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４．部門 

当機能により、部門コード、部門名をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「部門」メニューを選択する

と、「会社の選択」画面が表示されます。当画面で、

どの会社の部門を配置するのかを選択します。なお、

当画面はＦＸクラウドシリーズを複数社利用してい

る場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

次に「配置する部門の選択」画面で、Excelに配置

する部門を選択し、「配置開始」ボタンをクリックし

ます。これにより、選択した部門のコード及び名称

がセルに配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

部門コード及び部門名を縦方向に配置する場合は、「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を、横

方向に配置する場合は「横方向に配置」を選択し、「配置開始」ボタンをクリックします。 

縦方向に配置するように指定した場合、選択中のセルの列に部門コードが、１列右の列に部門名が、配置され

ます。一方、横方向に配置するように指定した場合は、選択中のセルの行に部門コードが、１行下の行に部門名

が配置されます。 

＜例＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

000 本社   

001 第１営業部   

002 第２営業部   

    

    

 

・「横方向に配置」の場合 

000 001 002  

本社 第１営業部 第２営業部  
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５．取引先 

当機能により、取引先コード、取引先名をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「取引先」メニューを選択す

ると、「会社の選択」画面が表示されます。当画面で、

どの会社の取引先を配置するのかを選択します。な

お、当画面はＦＸクラウドシリーズを複数社利用し

ている場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

次に｢取引先の抽出条件の指定｣画面が表示されま

す。当画面でExcelに配置する取引先の抽出条件を

指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢取引先の抽出条件の指定｣画面で、抽出する取引

先の条件を指定し、「次へ」ボタンをクリックすると、

「配置する取引先の選択」画面が表示されます。当

画面には、「取引先の抽出条件の指定」画面で指定し

た条件に該当する取引先のみが表示されます。 

「配置する取引先の選択」画面で、Excel に配置

する取引先を選択し、「配置開始」ボタンをクリック

すると、選択した取引先のコード及び名称がセルに

配置されます。 
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（２）方向の指定 

取引先コード及び取引先名を縦方向に配置する場合は、「配置する取引先の選択」画面の「コード及び名称の配

置方向」欄で「縦方向に配置」を、横方向に配置する場合は「横方向に配置」を選択し、「配置開始」ボタンをク

リックします。 

縦方向に配置するように指定した場合、選択中のセルの列に取引先コードが、１列右の列に取引先名が配置さ

れます。一方、横方向に配置するように指定した場合は、選択中のセルの行に取引先コードが、１行下の行に取

引先名が配置されます。 

＜例＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

100101 北陸運送   

100102 ミドリ化学工業 株式会社   

100103 武田商事 株式会社   

100104 松戸化学 株式会社   

    

    

 

・「横方向に配置」の場合 

100101 100102 100103 100104 

北陸運送 ミドリ化学工業 株式会社 武田商事 株式会社 松戸化学 株式会社 
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６．利益管理表項目 

当機能により、利益管理表項目コード、利益管理表項目名をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「利益管理表項目」メニュー

を選択すると、「会社の選択」画面が表示されます。

当画面で、どの会社の利益管理表項目を配置するの

かを選択します。なお、当画面はＦＸクラウドシリ

ーズを複数社利用している場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

次に「配置する利益管理表項目の選択」画面が表

示されます。当画面で、Excel に配置する利益管理

表項目を選択し､｢配置開始｣ボタンをクリックしま

す。これにより､選択した利益管理表項目のコード及

び名称がセルに配置できます。 

なお、画面と同様に、減算項目の場合は、名称の

後ろに「（△）」が付いた状態で配置されます。 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

利益管理表項目コード及び利益管理表項目名を縦方向に配置する場合は、「コード及び名称の配置方向」欄で

「縦方向に配置」を、横方向に配置する場合は「横方向に配置」を選択し、「配置開始」ボタンをクリックします。 

縦方向に配置するように指定した場合、選択中のセルの列に利益管理表項目コードが、１列右の列に利益管理

表項目名が、配置されます。一方、横方向に配置するように指定した場合は、選択中のセルの行に利益管理表項

目コードが、１行下の行に利益管理表項目名が配置されます。 
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（３）利益管理表項目のコード 

各システムの利益管理表項目のコードは、以下の値が付与されます。 

①ＦＸ２クラウド、ＦＸ２クラウド（個人用） 

項目名(初期値) 付与されるコード  項目名(初期値) 付与されるコード 

売上高１ 111  役員報酬＜専従者給与＞ 311 

売上高２ 112  給与・賞与 312 

売上高３ 113  福利厚生費等 313 

売上高４＜自家消費等＞ 114  人件費計 310 

売上値引戻り高（△） 115  販売促進費 321 

純売上高 110  事務管理諸費 322 

期首棚卸高 211  接待交際費 323 

商品仕入高１ 221  旅費交通費 324 

商品仕入高２ 222  他の製造経費 325 

商品仕入高３ 223  その他固定費 326 

商品仕入高４ 224  営業外損益 327 

仕入値引戻し高（△） 225  他の固定費計 320 

材料仕入高１＜原材料仕入高１＞ 226  部門固定費計 300 

材料仕入高２＜原材料仕入高２＞ 227  部門達成利益 610 

仕入高合計 220  減価償却費 411 

外注加工費＜外注工賃＞ 231  地代家賃・賃借料 412 

外注加工費計＜外注工賃計＞ 230  保険料・修繕費 413 

消耗品費 241  設備費計 410 

(空欄) 242  部門貢献利益 620 

その他変動費 243  共通固定費配賦 421 

他の変動費計 240  部門貢献利益(配賦後) 630 

月末棚卸高（△） 251  棚卸高増減（△） 431 

共通原価配賦 261  固定費合計 400 

変動費合計 260  経常利益 500 

限界利益 200    

 （注）山括弧内は、ＦＸ２クラウド（個人用）の場合の項目名（初期値）です。 

ＦＸ２クラウド（個人用）の場合、「224 商品仕入高４」はありません。 

 

②ＦＸ２農業会計クラウド、ＦＸ２農業会計クラウド（個人用） 

項目名(初期値) 付与されるコード  項目名(初期値) 付与されるコード 

売上高１ 111  役員報酬＜専従者給与＞ 311 

売上高２ 112  給与・賞与 312 

売上高３ 113  福利厚生費等 313 

売上高４ 114  人件費計 310 

売上値引戻り高（△） 115  販売促進費 321 

純売上高 110  事務管理諸費 322 

期首棚卸高 211  接待交際費 323 

商品仕入高 221  旅費交通費 324 

材料仕入高１ 222  他の製造経費＜(空欄)＞ 325 

材料仕入高２ 223  その他固定費 326 

材料仕入高３ 224  営業外損益 327 

材料仕入高４ 225  他の固定費計 320 

材料仕入高５ 226  部門固定費計 300 

材料仕入高６ 227  部門達成利益 610 
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仕入高合計 220  減価償却費 411 

外注加工費 231  地代家賃・賃借料 412 

外注加工費計 230  保険料・修繕費 413 

消耗品費 241  設備費計 410 

(空欄)＜他の製造経費＞ 242  部門貢献利益 620 

その他変動費 243  共通固定費配賦 421 

他の変動費計 240  部門貢献利益(配賦後) 630 

月末棚卸高（△） 251  棚卸高増減（△） 431 

共通原価配賦 261  固定費合計 400 

変動費合計 260  経常利益 500 

限界利益 200    

 （注）山括弧内は、ＦＸ２農業会計クラウド（個人用）の場合の項目名（初期値）です。 

ＦＸ２農業会計クラウド（個人用）の場合、「227 材料仕入高６」はありません。 

 

③ＤＡＩＣ２クラウド 

 1)財務三表マスター 

項目名(初期値) 付与されるコード  項目名(初期値) 付与されるコード 

売上高１ 111  役員報酬 331 

売上高２ 112  給与・賞与 332 

売上高３ 113  福利厚生費等 333 

売上高４ 114  販管人件費計 330 

売上値引戻り高(△)  115  接待交際費 341 

売上高 110  事務管理諸費 342 

材料費 211  旅費交通費 343 

労務費 212  支払利息 344 

外注費 213  その他の固定費 345 

仮設経費 214  他の固定費計 340 

機械等経費 215  部門固定費計 300 

経費(人件費) 216  部門達成利益 610 

その他経費 217  減価償却費 411 

変動工事費計 210  地代家賃 412 

兼業売上原価 221  保険料 413 

その他変動費 231  設備費計 410 

共通原価配賦 241  部門貢献利益 620 

変動費合計 250  共通固定費配賦 421 

限界利益 200  部門貢献利益（配賦後） 630 

直接工事費 311  固定費合計 400 

間接工事費 312  経常利益（直接原価法） 501 

固定工事費計 310  当期未成工事固定費(△) 502 

当期未成工事固定費 321  経常利益 500 

 2)建設業会計マスター 

項目名(初期値) 付与されるコード  項目名(初期値) 付与されるコード 

完成工事高１ 111  役員報酬 331 

完成工事高２ 112  給与・賞与 332 

兼業売上高１ 113  福利厚生費等 333 

兼業売上高２ 114  販管人件費計 330 

(空欄) 115  接待交際費 341 

売上高 110  事務管理諸費 342 
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材料費 211  旅費交通費 343 

労務費 212  支払利息 344 

外注費 213  その他の固定費 345 

仮設経費 214  他の固定費計 340 

機械等経費 215  部門固定費計 300 

経費(人件費) 216  部門達成利益 610 

その他経費 217  減価償却費 411 

変動工事費計 210  地代家賃 412 

兼業売上原価 221  保険料 413 

その他変動費 231  設備費計 410 

共通原価配賦 241  部門貢献利益 620 

変動費合計 250  共通固定費配賦 421 

限界利益 200  部門貢献利益（配賦後） 630 

直接工事費 311  固定費合計 400 

間接工事費 312  経常利益（直接原価法） 501 

固定工事費計 310  当期未成工事固定費(△) 502 

当期未成工事固定費 321  経常利益 500 

 

④ＭＸ２クラウド 

項目名(初期値) 付与されるコード  項目名(初期値) 付与されるコード 

入院診療収益 101  役員報酬 311 

室料差額収益 102  給与・賞与 312 

外来診療収益 103  福利厚生費 313 

保健予防活動収益 104  退職金 314 

受託検査・施設利用収益 105  (空欄) 315 

介護保健施設介護料収益 106  その他人件費 316 

居宅介護料収益 107  人件費計 310 

居宅介護支援介護料収益 108  消耗品費 321 

利用者等利用料収益 109  水道光熱費 322 

訪問看護療養費収益 110  広告宣伝費 331 

訪問看護利用料収益 111  接待交際費 332 

その他の医業収益 112  租税公課 333 

保険等査定減(△) 113  研究研修費 334 

医業収益 100  (空欄) 335 

医薬品材料仕入高 221  その他経費 336 

給食材料仕入高 222  他の固定費 330 

その他の材料費等 223  減価償却費 411 

棚卸高増減(△) 224  賃借料・地代 412 

材料費 220  修繕費・その他設備費 413 

委託費 231  設備費 410 

その他変動費 243  医業外収益 431 

変動費合計 260  医業外費用 432 

限界利益 200  固定費合計 400 

   経常利益 500 
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７．従事員数等 

当機能により、単位数量をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

ボタンをクリックして「従事員数等」メニューを選

択すると、「会社の選択」画面が表示されます。当画

面で、どの会社の従事員数等を配置するのかを選択

します。なお、当画面はＦＸクラウドシリーズを複

数社利用している場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

次に「配置する単位数量の選択」画面が表示され

ます。当画面で、Excel に配置する単位数量を選択

し､｢配置開始｣ボタンをクリックします。これにより､

選択した単位数量の名称がセルに配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

単位数量の名称を縦方向に配置する場合は、「名称の配置方向」欄で「縦方向」を、横方向に配置する場合は「横

方向に配置」を選択し、「配置開始」ボタンをクリックします。 

縦方向に配置するように指定した場合、選択中のセルの列に単位数量の名称が配置されます。一方、横方向に配

置するように指定した場合は、選択中のセルの行に単位数量の名称が配置されます。 
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８．工事（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

当機能により、工事番号、工事正式名を含む、３８項目の工事詳細情報をセルに配置します。 

なお、対象となる工事は未成工事、完成工事、履歴工事から選択することができます。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

をクリックして「工事」メニューを選択すると、「会

社の選択」画面が表示されます。当画面で、どの会

社の工事を配置するのかを選択します。なお、当画

面はＦＸクラウドシリーズを複数社利用している

場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

次に「工事の抽出条件の指定」画面が表示されま

す。当画面でExcelに配置する工事の抽出条件（未

成工事、完成工事、履歴工事）を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「工事の抽出条件の指定」画面で、抽出する工事

の条件を指定し、［次へ］ボタンをクリックすると、

「配置する工事の選択」画面が表示されます。当画

面には、「工事の抽出条件の指定」画面で指定した

条件に該当する工事のみが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

「配置する工事の選択」画面で、配置する工事を

選択し、［次へ］ボタンをクリックすると、「配置す

る工事詳細情報の選択」画面が表示されます。当画

面で工事詳細情報を選択し、［配置開始］ボタンを

クリックすると、工事名、工事正式名などの、ＤＡ

ＩＣ２クラウドのメニュー［工事］で登録可能な、

３８項目の工事詳細情報を配置することができま

す。なお、工事番号と工事正式名はチェックが付い

た状態で初期表示されます。 
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（２）工事詳細情報 

選択可能な工事詳細情報（３８項目）は以下のとおりです。 

行 工事詳細情報 
メニュー［工事］で 

当該項目が配置されたカテゴリー 

１ 工事番号 基本情報 

２ 工事正式名 基本情報 

３ 工事名 基本情報 

４ 受注先コード 基本情報 

５ 受注先名 基本情報 

６ 工事の種類コード 基本情報 

７ 工事の種類名 基本情報 

８ 都道府県 工事場所 

９ 市区町村 工事場所 

１０ 住所 工事場所 

１１ 未成・完成区分 未成・完成区分、収益計上区分 

１２ 収益計上区分 未成・完成区分、収益計上区分 

１３ 契約日 工期 

１４ 契約着工日 工期 

１５ 契約竣工予定日 工期 

１６ 社内竣工予定日 工期 

１７ 竣工引渡日 工期 

１８ 請負金額(税込み) 請負金額等 

１９ 請負金額(税抜き) 請負金額等 

２０ 部門コード 部門 

２１ 部門名 部門 

２２ 担当者コード１ 担当者 

２３ 担当社名１ 担当者 

２４ 担当者割合１ 担当者 

２５ 担当者コード２ 担当者 

２６ 担当社名２ 担当者 

２７ 担当者割合２ 担当者 

２８ 担当者コード３ 担当者 

２９ 担当社名３ 担当者 

３０ 担当者割合３ 担当者 

３１ 配賦グループコード 間接工事費の配賦 

３２ 配賦グループ名 間接工事費の配賦 

３３ 売上計上科目コード 売上計上科目等 

３４ 売上計上科目名 売上計上科目等 

３５ 民間・公共区分 用途等、受注区分 

３６ 特命・入札区分 用途等、受注区分 

３７ 下請・元請区分 用途等、受注区分 

３８ ジョイント区分 用途等、受注区分 
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（３）方向の指定 

「配置する工事の選択」画面の「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を選択すると、工事番号

や工事正式名などを縦方向に配置することができ、「横方向に配置」を選択すると、工事番号や工事正式名などを

横方向に配置できます。 

＜例＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

A0100348 十和田メガネサロン増築工事 十和田メガネサロン増築工事 600018 

A0100351 赤平産業本社新築工事 赤平産業本社新築工事 600002 

A0100353 根室製パン店倉庫新築工事 根室製パン店倉庫新築工事 600014 

A0100356 小樽フーズ倉庫新築工事 小樽フーズ倉庫新築工事 600006 

 

・「横方向に配置」の場合 

A0100348 A0100351 A0100353 A0100356 

十和田メガネサロン増築工事 赤平産業本社新築工事 根室製パン店倉庫新築工事 小樽フーズ倉庫新築工事 

十和田メガネサロン増築工事 赤平産業本社新築工事 根室製パン店倉庫新築工事 小樽フーズ倉庫新築工事 

600018 600002 600014 600006 
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９．配賦グループ（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

当機能により、配賦グループコード、配賦グループ名をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

をクリックして「配賦グループ」メニューを選択する

と、「会社の選択」画面が表示されます。当画面で、

どの会社の配賦グループを配置するのかを選択しま

す。なお、当画面はＦＸクラウドシリーズを複数社利

用している場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

次に「配置する配賦グループの選択」画面が表示

されます。当画面で Excel に配置する配賦グループ

を選択し、｢配置開始｣ボタンをクリックします。これ

により、選択した配賦グループコードと配賦グルー

プ名がセルに配置できます。 

 

 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

「配置する配賦グループの選択」画面の「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を選択すると、

配賦グループコードや配賦グループ名を縦方向に配置することができ、「横方向に配置」を選択すると、配賦グル

ープコードや配賦グループ名を横方向に配置できます。 

＜例＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

A 宇都宮営業所  

B 日立営業所  

Z   

 

・「横方向に配置」の場合 

A B Z 

宇都宮営業所 日立営業所  
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１０．工種（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

当機能により、工種大分類コード、工種大分類名、工種小分類コード、工種小分類名をセルに配置します。 

（１）処理の流れ 

「マスター情報の取得」－「マスター情報の配置」

をクリックして「工種」メニューを選択すると、「会

社の選択」画面が表示されます。当画面で、どの会社

の工種を配置するのかを選択します。なお、当画面は

ＦＸクラウドシリーズを複数社利用している場合の

み表示されます。 

 

 

 

 

 

次に「配置する工種の選択」画面が表示されます。

当画面でExcelに配置する工種を選択し、｢配置開始｣

ボタンをクリックします。これにより、選択した工種

のコードと名称がセルに配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方向の指定 

「配置する工種の選択」画面の「コード及び名称の配置方向」欄で「縦方向に配置」を選択すると、工種大分

類コード、工種大分類名、工種小分類コード、工種小分類名を縦方向に配置することができ、「横方向に配置」を

選択すると、工種大分類コード、工種大分類名、工種小分類コード、工種小分類名を横方向に配置できます。 

＜例＞ 

・「縦方向に配置」の場合 

01 建設工事 01 仮設工事 

01 建設工事 02 土工事 

01 建設工事 03 地業・基礎工事 

01 建設工事 04 型枠工事 

 

・「横方向に配置」の場合 

01 01 01 01 

建設工事 建設工事 建設工事 建設工事 

01 02 03 04 

仮設工事 土工事 地業・基礎工事 型枠工事 
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Ⅴ．マスター関数の挿入 
１．機能概要 

（１）「マスター関数の挿入」は、「マスター情報の配置」機能を拡張した機能です。任意のセルにこのマスター

関数を挿入することで、ファイルを開くごとに条件に合致したマスター情報を自動で取得することができます。 

 

（２）マスター関数は以下の通りです。なお、マスター関数は、現在、ＤＡＩＣ２クラウドの関与先で利用する

場合のみご利用いただけます。 

行 関数名 説明 

１ 工事マスター 指定した年月と勘定科目で発生や残高がある工事を取得できます。引数

の入力方法により、「指定期間内に社内竣工予定日を迎える」工事も取得

できます。 

２ 配賦グループマスター 指定した年月に間接工事費の計上がある配賦グループを取得できます。

引数の入力方法により、「指定年月時点で間接工事費が未配賦」の配賦グ

ループも取得できます。 
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２．工事マスター（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

「引数の指定」で指定された条件に合致する、

工事番号、工事名を含む、３８項目の工事詳細情

報を取得するための関数を、選択された「表の範

囲」に挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 会社コード 不可 事業年度の基準となる会社を会社コードで指定します。 

第２引数 抽出条件 不可 取得したい工事の条件を以下のいずれかから選択します。 

・完成工事高又は完成工事原価に動きのある工事を取得する場合は「取引内容の期間発生

額がある」 

・完成工事未収入金、未成工事支出金又は未成工事受入金に動きのある工事を取得する場

合は「取引内容の月末残高がある」 

・指定期間内に竣工予定の工事を取得する場合は「指定期間内に社内竣工予定日を迎える」 

第３引数 取引内容 不可 どのような取引に紐付いた工事を取得するかを取引内容で指定します。 

なお、指定可能な取引内容は「完成工事未収入金(売上、入金)」「未成工事支出金(計上)」

「未成工事受入金(受入、振替)」「完成工事高(売上)」「完成工事原価(振替)」となります。 

第４引数 抽出開始年月 不可 配置する工事の抽出対象期間の開始年月を日付形式で指定します。指定した年月以降の工

事が抽出対象となります。 

第５引数 抽出終了年月 不可 配置する工事の抽出対象期間の終了年月を日付形式で指定します。指定した年月以前の工

事が抽出対象となります。 

第６引数 配置方向 不可 取得した工事番号及び工事正式名を縦方向に配置する場合は「縦」を、横方向に配置する

場合は「横」を選択します。 

第７引数 表の範囲 不可 関数を挿入する範囲を指定します。例えば、A列の1行目からB列の10行目までを指定す

る場合は「A1:B10」とします。 

 

配置方向が「縦」の場合、指定する行数はデータの件数を表します。列数はデータ１件当

たりの取得項目数を表します。データ１件当たり最大で１０個の項目を取得可能です。列

数を１０と指定した場合、左から順に工事番号、工事正式名、未成・完成区分、契約日、

契約着工日、契約竣工予定日、社内竣工予定日、竣工引渡日、請負金額(税込み)、請負金

額(税抜き)が出力されます。 

なお、配置方向が「横」の場合は行と列が逆になります。 
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３．配賦グループマスター（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

「引数の指定」で指定された条件に合致する、配

賦グループコード、配賦グループ名を取得するため

の関数を、選択された「表の範囲」に挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 会社コード 不可 事業年度の基準となる会社を会社コードで指定します。 

第２引数 抽出条件 不可 取得したい配賦グループの条件を以下のいずれかから選択します。 

・指定期間内に間接工事費を計上した配賦グループを取得する場合は「期間内に間接工事

費を計上している」 

・指定年月時点で間接工事費が未配賦である配賦グループを取得する場合は「指定年月時

点で間接工事費が未配賦」 

第３引数 抽出開始年月 不可 配置する配賦グループの抽出対象期間の開始年月を日付形式で指定します。指定した年月

以降の配賦グループが抽出対象となります。 

第４引数 抽出終了年月 不可 配置する配賦グループの抽出対象期間の終了年月を日付形式で指定します。指定した年月

以前の配賦グループが抽出対象となります。 

第５引数 配置方向 不可 取得した配賦グループコード及び配賦グループ名を縦方向に配置する場合は「縦」を、横

方向に配置する場合は「横」を選択します。 

第６引数 表の範囲 不可 関数を挿入する範囲を指定します。例えば、A列の1行目からB列の10行目までを指定す

る場合は「A1:B10」とします。 

 

配置方向が「縦」の場合、指定する行数はデータの件数を表します。列数はデータ１件当

たりの取得項目数を表します。データ１件当たり最大で２個の項目を取得可能です。列数

を２と指定した場合、左から順に配賦グループコード、配賦グループ名が出力されます。 

なお、配置方向が「横」の場合は行と列が逆になります。 
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Ⅵ．マネジメントレポート設計ツール特有の関数 
１．機能概要 

（１）マネジメントレポート設計ツール特有の関数を挿入することにより、Excel ファイルを起動の都度、最新

の実績や予算などのデータをＦＸクラウドシリーズのデータベースから直接取得できます。このため、当機

能を利用することにより、ＦＸクラウドシリーズ本体を起動することなく、最新の実績や予算を Excel上で

確認できます。 

 

（２）マネジメントレポート設計ツール特有の関数は以下の通りです。 

①共通関数ライブラリ 

行 関数名 説明 

１ 処理年月 「最新の仕訳入力月」、「最新の月次更新完了月」などの年月が取得

できます。当関数を利用して取得した年月を、他の関数の引数にす

ることにより、最新の実績データが取得できるようになります。 

２ 期首からの経過月数 引数にした年月の、期首月からの経過月数が取得できます。  

期首月を引数にした場合は「1」が取得できます。 

当関数を利用することにより、月平均などの集計が可能です。 

３ 科目別残高 各勘定科目の残高や期間発生額などが取得できます。引数の入力方

法により、部門別科目別残高、科目別口座別残高、科目別取引先別

残高などを取得することもできます。 

４ 科目別予算 各勘定科目の予算額が取得できます。引数の入力方法により、部門

別科目別予算額、科目別口座別予算額を取得することもできます。 

５ 利益管理表実績 変動損益計算書の実績額が取得できます。引数の入力方法により、

部門ごとの変動損益計算書の実績額も取得できます。  

６ 利益管理表予算 利益管理表項目ごとの予算額が取得できます。引数の入力方法によ

り、部門ごとの予算額も取得できます。 

７ 従事員数等 従事員数や床面積などの情報が取得できます。当関数を利用するこ

とで、収益や費用の各金額に対する参考情報を表示することができ

ます。 

②建設用関数ライブラリ（※ＤＡＩＣ２クラウドの関与先で利用する場合のみ表示されます） 

行 関数名 説明 

１ 資金実績/計画値 

－工事別入金予定金額 

工事ごとの工事入金科目（未成工事受入金・完成工事未収入金）の

入金予定額を取得できます。 

２ 資金実績/計画値 

－工事別入金予定内訳金額 

工事入金予定の入金方法（現金入金・預金入金・手形受入・電債受

入）ごとの入金予定額が取得できます。 

３ 直接工事費間接工事費 未成工事支出金の内訳科目の残高や期間発生額などが取得できま

す。引数の入力方法により、四大費目別の金額も取得できます。 

４ 工事別残高 工事ごとの残高や期間発生額などが取得できます。 

５ 実行予算 工事ごとの実行予算額が取得できます。引数の入力方法により、工

種大分類／小分類別、発注先別、未成工事支出金の内訳科目別に取

得することもできます。 

③合計部門用関数ライブラリ（※ＭＸ２クラウドの関与先で利用する場合のみ表示されます） 

行 関数名 説明 

１ 合計部門別科目別残高 各勘定科目の残高や期間発生額などを取得します。引数の入力方法

により、科目別部門別残高、科目別口座別残高、科目別取引先別残

高などを取得することもできます。 

２ 合計部門別科目別予算 各勘定科目の予算額を取得します。引数の入力方法により、科目別

部門別予算額、科目別口座別予算額を取得することもできます。 
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３ 合計部門別利益管理表実績 合計部門として割り当てられたコードを指定し、利益管理表項目ご

との実績額を取得します。 

４ 合計部門別利益管理表予算 合計部門として割り当てられたコードを指定し、利益管理表項目ご

との予算額を取得します。 

④医業用関数ライブラリ（※ＭＸ２クラウドの関与先で利用する場合のみ表示されます） 

行 関数名 説明 

１ 外来入金別点数等 外来入院別保険の種類別に件数、実日数及び診療点数を取得します。 

２ 合計部門別外来入院別点数等 合計部門として割り当てられたコードを指定し、外来入院別保険の

種類別に件数、実日数、診療点数及び診療日数を取得します。 

３ 外来患者数等 外来診療日数、初診患者数、初来院患者数、中断患者数を取得しま

す。 

４ 入院患者数等 入院診療日数、新入院患者数、退院患者数、実働病床数、月初在院患

者数を取得します。 

５ 合計部門別外来患者数等 合計部門として割り当てられたコードを指定し、外来診療日数、初

診患者数、初来院患者数、中断患者数を取得します。 

６ 合計部門別入院患者数等 合計部門として割り当てられたコードを指定し、入院診療日数、新

入院患者数、退院患者数、実働病床数、月初在院患者数を取得しま

す。 

各関数の詳細については、「３．関数の詳細（関数ライブラリの一覧と引数）」において別途解説します。 

 

（３）各関数で引数を指定します。「引数の指定」の各入力欄に該当する引数を入力します。引数には、固定の値

だけでなく、他のセルの値を参照するように設定できます。 
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Excelの参照設定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excelの参照には「相対参照」、「絶対参照」、「複合参照」の３つの形式があり、「F4」キーで参照形式を切

り替えることができます。これらの形式を使い分けることにより、効率的にマネジメントレポートを作成で

きます。 

・相対参照（入力例：A1 B2） 

数式が入力されているセルと、参照先セルの位置関係を相対的に指定するため、数式をコピーすると、行

番号も列番号も相対的に変更されます。 

・絶対参照（入力例：$A$1 $B$1） 

参照先のセル番地を固定するため、数式をコピーしてもセルの番地は変更されません。 

例えば、上記画面では、引数「会社コード」には B1のセルを絶対参照するように指定しています。この数

式を他のセルにコピーすると、コピー先に関係なく、引数「会社コード」には B1 のセルが参照されるよう

になります。 

・複合参照（入力例：$A1 B$1） 

参照先のセル番地の行だけ、又は列だけが固定されます。数式をコピーすると、行番号、列番号のいずれ

かだけが変更されます。例えば、上記画面では、引数「集計開始年月」には C3のセルを複合参照(行を固定)

するように指定しています。この数式を、同一列の他の行にコピーすると、絶対参照と同様、C3のセルが参

照されるようになります。また、他の列にコピーすると、当該列の「3」の行のセル(D3、E3など)が参照さ

れるようになります。 
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２．表(配列数式)として数式を記述する方法 

当機能は、現在、ＤＡＩＣ２クラウド専用関数の「工事別入金予定金額」「工事別入金予定内訳金額」

「工事別残高」「実行予算」にのみ搭載されています。 

（１）概要 

下記のような表を作成する際、未成工事支出金の内訳科目と工事の組合せ別に数式を記述すると、例えば、

３５科目、５０工事の場合、数式を複写等により１７５０個記述する必要があります。 

 

 

これに対して、表（配列数式）として数式を記述した場合、数式を１つ記述すれば済みます。 

 

また、「工事マスター」を使って工事を動的に取得した場合、条件に応じて工事数が変化するため、工事番号

が表示されていない行に対して数式が記述されていると、「#VALUE!」エラーが発生します。これを表（配列数

式）として数式を記述した場合は、工事数が変化した場合でも自動的に数式の範囲も変化するため、エラーが

発生しません。 

 

（２）使用するメリット 

次のようなメリットがあります。 

①記述する数式の数を大幅に減らすことができます。この結果、記述した数式の確認が簡単になります。 

②計算が速くなります。 

③配列数式で入力時に範囲指定したセルの一部を修正することができなくなるので、誤って表の一部の数式を

修正してしまうことが無くなります。 

④ファイルサイズが小さくなります。 
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（３）表(配列数式)として数式を記述する手順 

表（配列数式）としての記述に対応した関数で、

セル範囲（配列）での指定が可能な引数にセル範囲

（配列）を指定します。 

 

なお、セル範囲（配列）で指定可能な引数の入力

欄は、ピンク色に表示されます。 

 

画面下部のチェックボックスにチェックを付けると、

表（配列形式）とするセル範囲を自動判定します。セル

範囲の大きさは、行×列で表示されます。 

 

［ＯＫ］ボタンをクリックすると配列数式として関

数が挿入されます。 

 

 

 

 

配列数式は、入力時に指定したセル範囲中の一部のセルを修正したり削除したりすることはできませ

ん（「配列の一部を変更できません」というエラーメッセージが表示されます）。 

画面下のチェックボックスのチェックを外してから［ＯＫ］ボタンをクリックし、通常の数式に変換

してから削除してください。 

 

（４）表（配列形式）としたセル範囲の判定 

①縦・横両方向に引数が配列で指定されている場合 

 

指定した引数 

判定されるセルの範囲 

1)左上端の判定 

行：縦方向の引数で指定された、最も上のセルの行 

列：横方向の引数で指定された、最も左のセルの列 

2)大きさの判定 

行方向：縦方向の引数で指定されたセル数（縦方向に複数の引数を指定している場合は、そのうち最大の

もの） 

列方向：横方向の引数で指定されたセル数（横方向に複数の引数を指定している場合は、そのうち最大の

もの） 
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②縦方向のみに引数が配列で指定されている場合 

 

指定した引数 

判定されるセルの範囲 

1)左上端の判定 

行：縦方向の引数で指定された、最も上のセルの行 

列：関数挿入画面を開いた際に選択していたセルの列 

2)大きさの判定 

行方向：縦方向の引数で指定されたセル数（縦方向に複数の引数を指定している場合は、そのうち最大の

もの） 

列方向：１列 

③横方向のみに引数が配列で指定されている場合 

 

指定した引数 

判定されるセルの範囲 

1)左上端の判定 

行：関数挿入画面を開いた際に選択していたセルの行 

列：横方向の引数で指定された、最も左のセルの列 

2)大きさの判定 

行方向：１列 

列方向：横方向の引数で指定されたセル数（横方向に複数の引数を指定している場合は、そのうち最大の

もの） 
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３．関数の詳細（関数ライブラリの一覧と引数） 

マネジメントレポート設計ツール特有の関数及び引数は以下の通りです。 

（１）関数「処理年月」 

年月を取得します。当関数から取得した年月を、

残高などを取得する関数の引数に指定することによ

り、最新の業績が取得できるようになります。当関

数を利用して挿入したセルの「書式」の「表示形式」

は「日付」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 会社コード 不可 どの会社の処理年月を取得するかを会社コードで指定します。 

第２引数 基準年月 不可 処理年月の基準となる年月を以下のように指定します。 

・最新の伝票入力月を基準とする場合は「最終処理年月」の文字を選択します。 

・最新の月次更新完了月を基準とする場合は「最終月次更新完了月」の文字を選択し

ます。 

・基準とする年月を直接指定する場合は年月を入力します。入力方法は「日付」形式

(「令和2年9月」や「2020年9月」などの形式です。「202009」や「2009」などの

値を指定すると、誤った結果がセルに表示されていまします)です。 

第３引数 年月区分 不可 第２引数「基準年月」の年月を基準とし、取得する年月を以下のいずれかから選択し

ます。 

・そのまま取得する場合は「当月」 

・前月を取得する場合は「前月」 

・翌月を取得する場合は「翌月」 

・１２か月前の年月を取得する場合は「前年同月」 

・当該年月が属する事業年度の期首月を取得する場合は「期首月」 

・当該年月が属する事業年度の決算月を取得する場合は「決算月」 

・当該年月が属する四半期会計期間の最初の月を取得する場合は「四半期期首月」 

・当該年月が属する四半期会計期間の最後の月を取得する場合は「四半期期末月」 
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（２）関数「期首からの経過月数」 

指定した年月が期首から何か月目に該当するかを

取得します。期首月の場合は「1」の値が取得できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 会社コード 不可 事業年度の基準となる会社を会社コードで指定します。 

第２引数 年月 不可 期首からの経過月数を求める年月を入力します。入力方法は「日付」形式(「令和2年

9月」や「2020年9月」などの形式)です。 
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（３）関数「科目別残高」 

各勘定科目の残高や期間発生額などを取得します。

引数の入力方法により、部門別科目別残高、科目別

口座別残高、科目別取引先別残高などを取得できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 取得する金額 不可 取得する金額を以下のいずれかの文字を入力します。 

・期間末の残高を取得する場合は「期間末残高」 

・期間発生額を取得する場合は「期間発生額」 

・借方の期間発生額を取得する場合は「借方発生額」 

・貸方の期間発生額を取得する場合は「貸方発生額」 

第２引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの

形式）で指定します。「前月」(直近の月次更新完了月)の属する事業年度の前々期期首

月以降の指定が可能です。指定した年月以降の期間が集計期間となります。なお、第

１引数「取得する金額」が「期間末残高」の場合は当第２引数の入力は不要です。 

第３引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が

集計期間となります。 

第４引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第５引数 部門コード 可 どの部門の金額を取得するかを部門コードで指定します。当欄は部門ごとの金額を取

得する場合のみ入力します。省略した場合は全社の金額が取得できます。 

第６引数 勘定科目コード 不可 どの勘定科目の金額を取得するかを勘定科目コードで指定します。 

第７引数 補助コード 可 どの口座の金額を取得するかを補助コードで指定します。当欄は口座ごとの金額を取

得する場合のみ入力します。 

第８引数 取引先コード 可 どの取引先の金額を取得するかを取引先コードで指定します。当欄は取引先ごとの金

額を取得する場合のみ入力します。 

ただし、部門別取引先別の金額は取得できません。部門コードと当欄を入力した場合、

「#VALUE」と表示されます。 
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（４）関数「科目別予算」 

各勘定科目の予算額を取得します。引数の入力方

法により、部門別科目別予算額、科目別口座別予算

額を取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（令和2年9月」や「2020年9月」などの形

式）で指定します。「前月」(直近の月次更新完了月)の属する事業年度の前々期期首月以

降の指定が可能です。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集

計期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 予算区分 不可 「継続ＭＡＳ予算」と指定します。 

第５引数 部門コード 可 どの部門の金額を取得するかを部門コードで指定します。当欄は部門ごとの金額を取得

する場合のみ入力します。 

第６引数 勘定科目コード 不可 どの勘定科目の金額を取得するかを勘定科目コードで指定します。 

第７引数 補助コード 可 どの口座の金額を取得するかを補助コードで指定します。当欄は口座ごとの金額を取得

する場合のみ入力します。 
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（５）関数「利益管理表実績」 

利益管理表項目ごとの実績額を取得します。引数

の指定方法により部門別の利益管理表実績を取得で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和 2年 9月」や「2020年 9月」な

どの形式）で指定します。「前月」(直近の月次更新完了月)の属する事業年度の前々

期期首月以降の指定が可能です。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間

が集計期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 部門コード 可 どの部門の金額を取得するかを部門コードで指定します。当欄は部門ごとの金額を

取得する場合のみ入力します。 

第５引数 利益管理表項目コード 不可 どの利益管理表項目の金額を取得するかを利益管理表項目コードで指定します。 
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（６）関数「利益管理表予算」 

利益管理表項目ごとの予算額を取得します。引数

の指定方法により部門別の利益管理表の予算を取得

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの形

式）で指定します。「前月」(直近の月次更新完了月)の属する事業年度の前々期期首月以

降の指定が可能です。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集計

期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 予算区分 不可 「継続ＭＡＳ予算」と指定します。 

第５引数 部門コード 可 どの部門の金額を取得するかを部門コードで指定します。当欄は部門ごとの金額を取得

する場合のみ入力します。 

第６引数 利益管理表項目

コード 

不可 どの利益管理表項目の金額を取得するかを利益管理表項目コードで指定します。 
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（７）関数「従事員数等」 

従事員数や単位数量を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 年月 不可 単位数量を取得する年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの形式）

で指定します。 

第２引数 会社コード 不可 どの会社の単位数量を取得するかを会社コードで指定します。 

第３引数 単位数量名 不可 どの単位数量を取得するか指定します。 

第４引数 部門コード 可 どの部門の単位数量を取得するかを部門コードで指定します。当欄は部門ごとの従事員数

又は単位数量を取得する場合のみ入力します。 
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（８）関数「工事別入金予定金額」（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

工事ごとの工事入金科目（未成工事受入金・完成

工事未収入金）の入金予定額を取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 セル範囲 

(配列)指定 

第１引数 集計開始年月日 不可 金額の集計期間の開始年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第２引数 集計終了年月日 不可 金額の集計期間の終了年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。   

第４引数 工事番号 不可 どの工事の金額を取得するかを工事番号で指定します。 

（※セル範囲(配列)の指定が可能です。） 

○ 

第５引数 入金予定額等の区

分 

不可 どの金額を取得するかを指定します。 

・「回収予定額」：回収予定額 

・「相殺額」：相殺額 

・「入金予定額」：入金予定額（回収予定額から相殺額を減じた額） 
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（９）関数「工事別入金予定内訳金額」（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

工事ごと・入金方法ごとの入金予定額を取得しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 セル範囲 

(配列)指定 

第１引数 集計開始年月日 不可 金額の集計期間の開始年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第２引数 集計終了年月日 不可 金額の集計期間の終了年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。   

第４引数 工事番号 不可 どの工事の金額を取得するかを工事番号で指定します。 

（※セル範囲(配列)の指定が可能です。） 

○ 

第５引数 入金方法の区分 可 どの入金方法の金額を取得するかを指定します。省略した場合は、す

べての入金方法の入金予定額合計額を取得します。 

・「現金入金」：現金入金の金額 

・「預金入金」：預金入金の金額 

・「手形受入」：手形受入の金額 

・「電債受入」：電債受入の金額 
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（１０）関数「直接工事費間接工事費」（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

未成工事支出金の内訳科目の残高や期間発生額

などを取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 取得する金額 不可 取得する金額を以下のいずれかから選択します。 

・「期間末残高」：期間末の残高 

・「期間発生額」：期間発生額 

・「借方発生額」：借方の期間発生額 

・「貸方発生額」：貸方の期間発生額 

第２引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月日を「日付」形式（「令和 2年 9月」や「2020年 9月」な

どの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集計期間となります。 

第３引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月日を「日付」形式（「令和 2年 9月」や「2020年 9月」な

どの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集計期間となります。 

第４引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。  

第５引数 直接工事費/間接

工事費 

不可 取得する金額の種類を以下のいずれかから選択します。 

・「直接工事費」：直接工事費の金額 

・「間接工事費」：間接工事費の金額 

第６引数 未成工事支出金科

目コード 

可 どの原価要素の金額を取得するかを未成工事支出金の勘定科目コード（1901～1981）

で指定します。 

なお、４大費目別の金額を取得する場合は、以下の合計科目コードを指定します。 

・未成工事支出金計：1900 

・材料費計：1990 

・労務費計：1991 

・外注費計：1992 

・経費計：1995 

第７引数 未成工事支出金補

助コード 

可 補助コードを指定します。省略した場合は、勘定科目の金額を取得します。 

第８引数 取引先コード 可 取引先コードを指定します。省略した場合は、勘定科目の金額を取得します。 
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（１１）関数「工事別残高」（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

工事ごとの残高や期間発生額などを取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 セル範囲 

(配列)指定 

第１引数 取得する金額 不可 取得する金額を以下のいずれかから選択します。 

・「期間末残高」：期間末の残高 

・「期間発生額」：期間発生額 

・「借方発生額」：借方の期間発生額 

・「貸方発生額」：貸方の期間発生額 

 

第２引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第３引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月日を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020

年 9 月」などの形式）で指定します。指定した年月日以降の期間が集

計期間となります。 

 

第４引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。   

第５引数 工事番号/配賦ｸﾞﾙ

ｰﾌﾟｺｰﾄﾞ 

不可 工事番号又は配賦グループコードを指定します。 

（※セル範囲(配列)の指定が可能です。） 

◯ 

第６引数 勘定科目コード 不可 完成工事未収入金(1122)、未成工事支出金(19XX)、未成工事受入金

(2116)、完成工事高(4XXX)、完成工事原価(5XXX)を指定します(※セル

範囲(配列)の指定が可能です)。 

なお、合計額を取得する場合は、以下の合計科目コードを指定します。 

・未成工事支出金計：1900 

・材料費計：1990 

・労務費計：1991 

・外注費計：1992 

・経費計：1995 

・完成工事高計：4000 

・完成工事原価計：5500 

◯ 

第７引数 補助科目コード 可 補助コードを指定します。省略した場合は、勘定科目の金額を取得し

ます。（※セル範囲(配列)の指定が可能です。） 

◯ 

第８引数 取引先コード 可 取引先コードを指定します。省略した場合は、勘定科目の金額を取得

します。（※セル範囲(配列)の指定が可能です。） 

◯ 
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（１２）関数「実行予算」（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

工事ごとの実行予算額を取得します。引数の入

力方法により、工種大分類／小分類別、発注先別、

未成工事支出金の内訳科目別に取得することもで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 セル範囲 

(配列)指定 

第１引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。   

第２引数 工事番号 不可 工事番号を指定します。 ◯ 

第３引数 予算種別 不可 予算種別を以下のいずれかから指定します。 

・「実行予算」：概算予算以外 

・「工種別概算予算」：概算予算 

 

第４引数 工種大分類コード 可 どの工種大分類の金額を取得するかを工種大分類コードで指定しま

す。 
 

第５引数 工種小分類コード 可 どの工種小分類の金額を取得するかを工種小分類コードで指定しま

す。 
 

第６引数 発注先コード 可 どの発注先の金額を取得するかを取引先コードで指定します。  

第７引数 未成工事支出金科

目コード 

可 どの原価要素の金額を取得するかを未成工事支出金の勘定科目コード

（1901～1981）で指定します。 

なお、４大費目別の実行予算を取得する場合は、以下の合計科目コー

ドを指定します。 

・直接材料費：1990 

・直接労務費：1991 

・直接外注費：1992 

・直接経費：1995 

・間接工事費：1981 

・合計：1900 

 

第８引数 未成工事支出金補

助科目コード 

可 補助コードを指定します。省略した場合は、勘定科目の金額を取得し

ます。 
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（１３）関数「合計部門別科目別残高」（※ＭＸ２クラウド専用） 

各勘定科目の残高や期間発生額などを取得します。

引数の入力方法により、科目別部門別残高、科目別口座

別残高、科目別取引先別残高などを取得することもで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 取得する金額 不可 取得する金額を以下のいずれかの文字を入力します。 

・期間末の残高を取得する場合は「期間末残高」 

・期間発生額を取得する場合は「期間発生額」 

・借方の期間発生額を取得する場合は「借方発生額」 

・貸方の期間発生額を取得する場合は「貸方発生額」 

第２引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの形

式）で指定します。指定した年月以降の期間が集計期間となります。なお、第１引数「取

得する金額」が「期間末残高」の場合は当第２引数の入力は不要です。 

第３引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集計

期間となります。 

第４引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第５引数 部門コード 不可 どの経理区分の金額を取得するかを部門コードで指定します。 

第６引数 勘定科目コード 不可 どの勘定科目の金額を取得するかを勘定科目コードで指定します。 

第７引数 補助コード 可 どの口座の金額を取得するかを補助コードで指定します。当欄は口座ごとの金額を取得

する場合のみ入力します。 

第８引数 取引先コード 可 どの取引先の金額を取得するかを取引先コードで指定します。当欄は取引先ごとの金額

を取得する場合のみ入力します。  

ただし、部門別取引先別の金額は取得できません。部門コードと当欄を入力した場合、

「#VALUE」と表示されます。 
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（１４）関数「合計部門別科目別予算」（※ＭＸ２クラウド専用） 

各勘定科目の予算額を取得します。引数の入力方法

により、科目別部門別予算額、科目別口座別予算額を取

得することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（令和 2年 9月」や「2020年 9月」などの形

式）で指定します。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集計

期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 予算区分 不可 「継続ＭＡＳ予算」と指定します。 

第５引数 部門コード 不可 どの経理区分の金額を取得するかを部門コードで指定します。 

第６引数 勘定科目コード 不可 どの勘定科目の金額を取得するかを勘定科目コードで指定します。 

第７引数 補助コード 可 どの口座の金額を取得するかを補助コードで指定します。当欄は口座ごとの金額を取得

する場合のみ入力します。 
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（１５）関数「合計部門別利益管理表実績」（※ＭＸ２クラウド専用） 

合計部門として割り当てられたコードを指定し、利

益管理表項目ごとの実績額を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの形

式）で指定します。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集計

期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 部門コード 不可 どの経理区分の金額を取得するかを部門コードで指定します。 

第５引数 利益管理表項目

コード 

不可 どの利益管理表項目の金額を取得するかを利益管理表項目コードで指定します。 
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（１６）関数「合計部門別利益管理表予算」（※ＭＸ２クラウド専用） 

合計部門として割り当てられたコードを指定し、利

益管理表項目ごとの予算額を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 金額の集計期間の開始年月を「日付」形式（「令和2年9月」や「2020年9月」などの形

式）で指定します。指定した年月以降の期間が集計期間となります。 

第２引数 集計終了年月 不可 金額の集計期間の終了年月を「日付」形式で入力します。指定した年月以前の期間が集計

期間となります。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の金額を取得するかを会社コードで指定します。 

第４引数 予算区分 不可 「継続ＭＡＳ予算」と指定します。 

第５引数 部門コード 不可 どの経理区分の金額を取得するかを部門コードで指定します。 

第６引数 利益管理表項目

コード 

不可 どの利益管理表項目の金額を取得するかを利益管理表項目コードで指定します。 
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（１７）関数「外来入院別点数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

外来入院別保険の種類別に件数、実日数及び診療点

数を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 可 どの部門の医業データを取得するかをコードで指定します。当欄は部門ごとのデータを

取得する場合のみ入力します。省略した場合は全社の医業データが取得できます。 

第５引数 外来/入院 不可 外来と入院の区分を指定します。 

・外来：外来診療 

・入院：入院診療 

第６引数 医業データ 不可 取得する医業データを、以下から指定します。 

・件数：件数 

・実日数：実日数 

・点数：診療報酬点数 

第７引数 保険の種類 可 保険の種類を指定します。すべての保険の種類の医業データを取得する場合は空白とし

ます。 

・社保：社会保険 

・国保：国民健康保険 

・後期高齢：後期高齢者医療制度 

・自由診療：自由診療 
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（１８）関数「合計部門別外来入院別点数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

外来入院別保険の種類別に件数、実日数、診療点数及

び診療日数を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 不可 どの経理区分の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第５引数 外来／入院 不可 外来と入院の区分を指定します。 

・外来：外来診療 

・入院：入院診療 

第６引数 医業データ 不可 取得する医業データを、以下から指定します。 

・件数：件数 

・実日数：実日数 

・点数：診療報酬点数 

第７引数 保険の種類 可 保険の種類を指定します。すべての保険の種類の医業データを取得する場合は空白とし

ます。 

・社保：社会保険 

・国保：国民健康保険 

・後期高齢：後期高齢者医療制度 

・自由診療：自由診療 
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（１９）関数「外来患者数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

外来診療日数、初診患者数、初来院患者数、中断患者

数を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 可 どの部門の医業データを取得するかをコードで指定します。当欄は部門ごとのデータを

取得する場合のみ入力します。省略した場合は全社の医業データを取得します。 

第５引数 医業データ 不可 取得する医業データを以下から指定します。 

・外来診療日数：外来診療日数 

・初診患者数：初診の患者数 

・初来院患者数：初めて来院した患者数 

・中断患者数：外来診療を中断した患者数 
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（２０）関数「合計部門別外来患者数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

合計部門として割り当てられたコードを指定し、外

来診療日数、初診患者数、初来院患者数、中断患者数を

取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 不可 どの経理区分の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第５引数 医業データ 不可 取得する医業データを以下から指定します。 

・外来診療日数：外来診療日数 

・初診患者数：初診の患者数 

・初来院患者数：初めて来院した患者数 

・中断患者数：外来診療を中断した患者数 
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（２１）関数「入院患者数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

入院診療日数、新入院患者数、退院患者数、実働病床

数、月初在院患者数を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 可 どの部門の医業データを取得するかをコードで指定します。当欄は部門ごとのデータを

取得する場合のみ入力します。省略した場合は全社の医業データを取得します。 

第５引数 医業データ 不可 取得する医業データを以下から指定します。 

・入院診療日数：入院診療日数 

・新入院患者数：新しく入院した患者数 

・退院患者数：退院した患者数 

・実働病床数：実働している病床数 

・月初在院患者数：月初めに在院している患者数 
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（２２）関数「合計部門別入院患者数等」（※ＭＸ２クラウド専用） 

合計部門として割り当てられたコードを指定し、入

院診療日数、新入院患者数、退院患者数、実働病床数、

月初在院患者数を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当関数の引数は以下の通りです。 

 引数の名称 省略 指定する内容 

第１引数 集計開始年月 不可 集計期間の開始年月を「日付」形式で指定します。 

第２引数 集計終了年月 不可 集計期間の終了年月を「日付」形式で指定します。 

第３引数 会社コード 不可 どの会社の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第４引数 部門コード 不可 どの経理区分の医業データを取得するかをコードで指定します。 

第５引数 医業データ 不可 取得する医業データを以下から指定します。 

・入院診療日数：入院診療日数 

・新入院患者数：新しく入院した患者数 

・退院患者数：退院した患者数 

・実働病床数：実働している病床数 

・月初在院患者数：月初めに在院している患者数 
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４．作成例（部門業績比較表） 

（１）会社コード、集計開始年月・集計終了年月の配置 

会社コード、集計開始年月・集計終了年月を「1」

行目に配置（又は直接入力）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利益管理表項目の配置 

「A」列の「5」行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マスター情報の配置」内の「利益管理表項目」を

クリックします。すると、「利益管理表項目の選択」

画面が表示されます。（ＦＸクラウドシリーズを複数

社利用している場合は会社を選択後、当該画面が表

示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

「利益管理表項目の選択」画面で、「全選択」ボタン

をクリックし、「配置開始」ボタンをクリックします。

すると、利益管理表項目のコード及び名称が、A 列

及びB列の5行目以降の行に配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



64 

 

（３）部門の配置 

「C」列の「3」行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

「部門の選択」画面で、「全選択」ボタンをクリッ

クします。コード及び名称の配置方向を「横方向に

配置」を指定し、「配置開始」ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、C列以降の3行目に部門コード、4行目に

部門名が表示されます。 
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（４）利益管理表実績の配置 

「C」列の「5」行目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利益管理表実績」ボタンをクリックし、利益管

理表実績関数の「引数の指定」画面を表示します。

「集計開始年月」欄に「$C$1」、「集計終了年月」欄

に「$D$1」の文字を入力します。「会社コード」欄に

「$A$1」を入力します。「利益管理表項目コード」欄

に「$A5」の文字を入力し、「ＯＫ」ボタンをクリッ

クします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

すると、C 列の 5行目には、利益管理表項目「売

上高１」の実績額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

C列の5行目のセルの内容を、C列～E列の5行目

以降のすべてのセルにコピーします。 

すると、各部門の利益管理表項目の実績額が表示

されます。 

その後、列の幅の調整等を行うことにより完成で

す。 
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５．作成例（工事粗利益一覧表）（※ＤＡＩＣ２クラウド専用） 

（１）会社コード、集計年月の配置 

会社コードを A列の 1行目に、集計年月を B列の 1行

目に配置（又は直接入力）します。 

 

 

 

 

 

 

（２）工事基本情報の配置 

A列の4行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

「マスター情報の取得」ボタンから「マスター関数の

挿入」－「工事マスター」をクリックし、工事マスター

関数の引数の指定画面を表示します。各引数に以下のよ

うに指定します。 

 

 

 

 

 

 

すると、A列の 4行目から J列の 28行目まで、指定

した月に未成工事支出金の月末残高がある工事の情報

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

会社コード $A$1 

抽出条件 取引内容の月末残高がある 

取引内容 未成工事支出金（計上） 

抽出開始年月 － 

抽出終了年月 $A$2 

配置方向 縦 

表の範囲 $A$4:$J$28 
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（３）実行予算額の配置 

K列の4行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

「実行予算」ボタンをクリックし、実行予算関数の引数

の指定画面を表示します。各引数に以下のように指定し

ます。（実行予算を各工事の総額で取得するため、工種

大分類コード、工種小分類コード、発注先コード、未成

工事支出金補助科目コードは指定しません）。なお、「表

の範囲」は、「表(配列形式)として挿入する」のチェッ

クボックスにチェックを付けると、自動で値がセットさ

れます。 

 

 

 

 

 

すると、K列の 4行目から 28行目まで、指定した工

事の実行予算額が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

項目 値 

会社コード $A$1 

工事番号 $A$4:$A$28 

予算種別 実行予算 

工種大分類コード ※指定しません 

工種小分類コード ※指定しません 

発注先コード ※指定しません 

未成工事支出金科目コード 1900 

未成工事支出金補助科目コード ※指定しません 

表の範囲 K4:K28（※自動でセット） 
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（４）工事別残高の配置 

最初に、「材料費計」の金額を取得します。L 列の 4

行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

「工事別残高」ボタンをクリックし、工事別残高関数

の引数の指定画面を表示します。各引数に以下のように

指定します（材料費を各工事の総額で取得するため、補

助コード、取引先コードは指定しません）。 

 

 

 

すると、L列の 4行目から 28行目まで、指定した工

事の「材料費計」の金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、「労務費計」の金額を取得します。M 列の 4

行目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

  

項目 値 

取得する金額 期間末残高 

集計開始年月 － 

集計終了年月 $A$2 

会社コード $A$1 

工事番号/配賦ｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ $A$4:$A$28 

勘定科目コード 1990 

補助コード ※指定しません 

取引先コード ※指定しません 

表の範囲 L4:L28（※自動でセット） 
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「工事別残高」ボタンをクリックし、工事別残高関数

の引数の指定画面を表示します。各引数に以下のように

指定します（労務費を各工事の総額で取得するため、補

助コード、取引先コードは指定しません）。 

 

 

 

 

すると、M列の 4行目から 28行目まで、指定した工

事の「労務費計」の金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、「外注費計」の金額を取得します。N列の4行

目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

「工事別残高」ボタンをクリックし、工事別残高関数の

引数の指定画面を表示します。各引数に以下のように指

定します（外注費を各工事の総額で取得するため、補助

コード、取引先コードは指定しません）。 

 

 

項目 値 

取得する金額 期間末残高 

集計開始年月 － 

集計終了年月 $A$2 

会社コード $A$1 

工事番号/配賦ｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ $A$4:$A$28 

勘定科目コード 1991 

補助コード ※指定しません 

取引先コード ※指定しません 

項目 値 

取得する金額 期間末残高 

集計開始年月 － 

集計終了年月 $A$2 

会社コード $A$1 

工事番号/配賦ｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ $A$4:$A$28 

勘定科目コード 1992 

補助コード ※指定しません 

取引先コード ※指定しません 
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すると、N列の 4行目から 28行目まで、指定した工

事の「外注費計」の金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

最後に、「経費計」の金額を取得します。O列の 4行

目のセルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

「工事別残高」ボタンをクリックし、工事別残高関数の

引数の指定画面を表示します。各引数に以下のように指

定します（経費を各工事の総額で取得するため、補助コ

ード、取引先コードは指定しません）。 

 

 

 

 

 

すると、O列の 4行目から 28行目まで、指定した工

事の「経費計」の金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

項目 値 

取得する金額 期間末残高 

集計開始年月 － 

集計終了年月 $A$2 

会社コード $A$1 

工事番号/配賦ｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ $A$4:$A$28 

勘定科目コード 1995 

補助コード ※指定しません 

取引先コード ※指定しません 
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（５）エクセル関数の挿入 

最初に、P列の3行目を選択します。「材料費計」「労

務費計」「外注費計」「経費計」を合計して「工事原価計」

を表示します。 

 

 

 

 

なお、工事番号が表示されていない行に「0（ゼロ）」を表示させないようにするため、以下のように関数を入

力します。 

=IF(LEN(A4)=0,"",SUM(L4:O4)) 

 

すると、P列の4行目に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

P列の4行目のセルの内容を、P列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、工事番号が表示されて

いるセルに、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、Q列の4行目を選択します。以下の計算式で

「工事出来高」を表示します。 

請負金額(税抜き)×工事原価計÷実行予算額 

 

 

 

 

なお、計算式のいずれかの項目に金額が表示されていない工事で計算エラーを発生させないようにするため、

以下のように関数を入力します。 

=IFERROR(ROUND(J4*P4/K4,0),"") 

 

すると、Q列の4行目に、金額が表示されます。 
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Q列の4行目のセルの内容を、Q列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、「工事出来高」のセル

に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、R列の4行目を選択します。以下の計算式で

「工事粗利益」を表示します。 

工事出来高－工事原価計 

 

 

 

 

なお、計算式のいずれかの項目に金額が表示されていない工事で計算エラーを発生させないようにするため、

以下のように関数を入力します。 

=IFERROR(Q4-P4,"") 

 

すると、R列の4行目に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

R列の4行目のセルの内容を、R列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、「工事粗利益」のセル

に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、S列の4行目を選択します。以下の計算式で

「工事粗利益率」を表示します。 

工事粗利益÷工事出来高×100 

 

 

 

 

なお、計算式のいずれかの項目に金額が表示されていない工事で計算エラーを発生させないようにするため、

以下のように関数を入力します。 

=IFERROR(R4/Q4*100,"") 
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すると、S列の4行目に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

S列の4行目のセルの内容を、S列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、「工事粗利益率」のセ

ルに、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

続いて、T列の4行目を選択します。以下の計算式で

「予算消化額」を表示します。 

実行予算額－工事原価計 

 

 

 

 

なお、計算式のいずれかの項目に金額が表示されていない工事で計算エラーを発生させないようにするため、

以下のように関数を入力します。 

=IFERROR(Q4-P4,"") 

 

すると、T列の4行目に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

T列の4行目のセルの内容を、T列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、「工事粗利益」のセル

に、金額が表示されます。 
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最後に、U列の4行目を選択します。以下の計算式で

「予算消化率」を表示します。 

実行予算額－工事原価計 

 

 

 

 

なお、計算式のいずれかの項目に金額が表示されていない工事で計算エラーを発生させないようにするため、

以下のように関数を入力します。 

=IFERROR(P4/K4*100,"") 

 

すると、U」列の4行目に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

U列の4行目のセルの内容を、U列の5行目～28行目

のセルにコピーします。すると、「予算消化率」のセル

に、金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

（６）列の調整等 

今回、C列（未成・完成区分）～I列（請負金額）まで

は必要ないため、エクセルの機能で非表示とします。C

列～I列を選択し、右クリックで表示されたコンテキス

トメニューから「非表示(H)」を選択します。 

すると、C列～I列が非表示となります。 

 

 

 

 

各列の3行目に、以下の項目タイトルを直接入力します。 

A列 B列 C列～I列 J列 K列 

工事番号 工事正式名 ※非表示 請負金額(税抜き) 実行予算額 

 

L列 M列 N列 O列 P列 

材料費計 労務費計 外注費計 経費計 工事原価計 

 

Q列 R列 S列 T列 U列 

工事出来高 工事粗利益 工事粗利益率 予算消化額 予算消化率 

 

その後、列の幅の調整等を行うことにより完成です。  
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Ⅶ．ＦＸ２から移行した場合の注意点（お願い） 
   

１．ＦＸ２利用時に作成したファイルのメンテナンス 

ＦＸ２のＭＲ設計ツールで作成した ExcelファイルをＦＸクラウドへ移行後も継続利用する場合、ファイ

ルのメンテナンスが必要です。具体的には以下のとおりです。 

（１）関数名の修正 

●対象 

 すべてのお客様 

  ＦＸ２とＦＸクラウドでは関数名が異なります。ＦＸクラウドのデータを参照できるようにするため、関数

名を下表のとおり変更してください。 

ＦＸ２ ＦＸクラウド 

FX2処理年月 TKCCL処理年月 

FX2期首からの経過月数 TKCCL期首からの経過月数 

FX2科目別残高 TKCCL科目別残高 

FX2科目別予算 TKCCL科目別予算 

FX2利益管理表実績 TKCCL利益管理表実績 

FX2利益管理表予算 TKCCL利益管理表予算 

FX2従事員数等 TKCCL従事員数等 

 

 

関数名の変更は Excelの「検索と置換」機能（Excel上で[Ctrl]ボタン+[H]キーを押下し起動）を

利用して行ってください。検索の対象をブック全体とする場合は、オプションで変更することがで

きます。 

例）「FX2科目別残高」を「TKCCL科目別残高」に変更する場合はそれぞれ次のとおり入力し、 

［すべて置換(A)］ボタンをクリックします。 

 

 

（２）関数の引数の文字列修正 

●対象 

 関数「処理年月」（TKCCL 処理年月）を利用し、かつ第２引数「基準年月」を「最終月次決算完了月」と

している場合 

    「処理年月」関数の第２引数「基準年月」の文字列が「最終月次決算完了月」から「最終月次更新完了月」

へ変更されています。該当している場合は修正してください。 

   変更はExcelの［検索と置換］（上記１．の「ワンポイント」ご参照）で行います。それぞれ次のとおり 

入力してください。 

  ・「検索する文字列」・・・最終月次決算完了月 

  ・「置換後の文字列」・・・最終月次更新完了月 
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（３）関数の引数の変更（「科目別残高」、「科目別予算」関数） 

●対象 

 次のいずれかの関数を利用している場合 

・「科目別残高」（TKCCL科目別残高） 

・「科目別予算」（TKCCL科目別予算） 

  上記の関数ではそれぞれ第６引数に「勘定科目コード」をセットしています。ＦＸ２とＦＸクラウドでは合

計科目コードが異なるため、合計科目の実績、予算を取得しようとした場合、ＦＸクラウドのコードに修正す

る必要があります。該当する場合は引数を下表のとおり修正してください。 

勘定科目名 ＦＸ２ ＦＸクラウド 

現預金小計 1 1101 

当座資産計 2 1110 

棚卸資産計 3 1120 

その他流動資産計 4 1130 

流動資産計 5 1100 

有形固定資産計 6 1210 

無形固定資産計 7 1220 

投資その他の資産計 8 1230 

固定資産計 9 1200 

繰延資産計 10 1300 

諸口勘定計 11 1400 

資産の部合計 12 1000 

流動負債計 13 2100 

固定負債計 14 2200 

負債の部合計 15 2000 

繰越利益剰余金 ※ 3331 

株主資本計 16 3100 

評価・換算差額等計 17 3200 

新株予約権計 18 3300 

純資産の部合計 19 3000 

負債・純資産の部合計 20 9000 

純売上高 21 4000 

当期製品製造原価 22 5100 

当期売上原価 23 5200 

売上総利益 24 5000 

販売費及び一般管理費計 25 6100 

営業利益（損失） 26 6000 

営業外収益計 27 7100 

営業外費用計 28 7200 

経常利益（損失） 29 7000 

特別利益計 30 8100 

特別損失計 31 8200 

税引前当期純利益（損失） 32 8000 

当期純利益（損失） ※ 9111 

繰越利益剰余金期末残高 ※ 9611 

材料費計 33 5410 

労務費計 34 5420 

経費計 35 5430 
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当期総製造費用 36 5400 

当期製品製造原価 37 5500 

   ※ＦＸ２では出力されない合計行です。 

 

 

例えば「科目別残高」関数は下図のとおり８個の引数から構成され、残高を取得する「勘定科目 

コード」を第６引数で指定します。この引数の指定方法により、修正方法が以下のとおり異なりま

す（いずれも「現預金小計」（勘定科目コード「1」）を指定していた場合の例です）。 

 
 

１．引数に直接勘定科目コードを指定していた場合 

     
   この場合は、「勘定科目コード」欄に「1101」（ＦＸクラウドの「現預金小計」）を入力してください。 

 

２．別途マスター情報を配置したセルを参照するようにしていた場合 
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  上図のように別途マスター情報を配置し、「科目別残高」関数の引数はマスター情報の配置されたセル

を参照するように指定していた場合は次のように修正してください。 

(1) ＦＸクラウドの「マスター情報の配置」機能で「勘定科目」を選択し、マスター情報を配置していたシ

ートを上書きします。 

(2) 「科目別残高」関数の第６引数「勘定科目コード」が正しく「現預金小計」のマスター情報を参照でき

ているか確認し、誤っている場合は修正します。 

 

（４）関数の引数の変更（「利益管理表実績」、「利益管理表予算」関数） 

●対象 

 次のいずれかの関数を利用している場合 

・「利益管理表実績」（TKCCL利益管理表実績） 

・「利益管理表予算」（TKCCL利益管理表予算） 

「利益管理表実績」関数では第５引数に、「利益管理表予算」関数では第６引数に「利益管理表項目コード」

をセットしています。ＦＸ２とＦＸクラウドではコードが異なるため、利益管理表の実績、予算を取得しよう

とした場合、ＦＸクラウドのコードに修正する必要があります。該当する場合は引数を下表のとおり修正して

ください。具体的な修正方法は「科目別残高」関数、「科目別予算」関数の場合と同様です。上記（３）の「ワ

ンポイント」をご参照ください。 

項目名（初期値） ＦＸ２ ＦＸクラウド 

売上高１ 1 111 

売上高２ 2 112 

売上高３ 3 113 

売上高４ 4 114 

売上値引戻り高(△) 5 115 

純売上高 6 110 

期首棚卸高 7 211 

商品仕入高１ 8 221 

商品仕入高２ 9 222 

商品仕入高３ 10 223 

商品仕入高４ 69 224 

仕入値引戻し高(△) 11 225 

材料仕入高１ 12 226 

材料仕入高２ 13 227 

仕入高合計 14 220 

外注加工費 15 231 

外注加工費計（※１） 55 230 

消耗品費 16 241 
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（空欄） 17 242 

その他変動費 18 243 

他の変動費計（※２） 56 240 

月末棚卸高(△) 20 251 

共通原価配賦 21 261 

変動費合計 22 260 

限界利益 23 200 

役員報酬 24 311 

給与・賞与 25 312 

福利厚生費等 27 313 

人件費計 28 310 

販売促進費 29 321 

事務管理諸費 30 322 

接待交際費 31 323 

旅費交通費 32 324 

他の製造経費 35 325 

その他固定費 36 326 

営業外損益 57 327 

他の固定費 37 320 

部門固定費計 38 300 

部門達成利益 39 610 

減価償却費 40 411 

地代家賃・賃借料 41 412 

保険料・修繕費 43 413 

設備費計 44 410 

固定費合計 45 400 

部門貢献利益 46 620 

共通固定費配賦 47 421 

部門貢献利益（配賦後） 48 630 

棚卸高増減(△) 49 431 

経常利益 50 500 

（※１）「変動損益計算書」の「総括表」の４行目に表示される値です。 

（※２）「変動損益計算書」の「総括表」の５行目に表示される値です。 
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（５）関数の引数の変更（「従事員数等」関数） 

●対象 

・「従事員数」（TKCCL従事員数等）を利用している場合 

①名称の変更 

   「単位数量名」の「月末従事員」は「月末従事員数」に 名称が変更されています。該当する場合は、修正

してください。具体的な修正方法は「科目別残高」関数、「科目別予算」関数の場合と同様です。上記（３）

の「ワンポイント」をご参照ください。 

②引数の項目の変更 

   1)変更点 

   ＦＸクラウドでは、第３引数「マスターの種類」（従事員数の場合は「1」、単位数量の場合は「2」）の指

定がありません。そのため、「FX2従事員数等」を「TKCCL従事員数等」に置き換えると「#VALUE」とな

り、値を取得することができません。 

例えば、「関数の引数」画面を表示すると、単位数量名に「1」、部門コード欄に「月末従事員数」と１

項目ずつずれて表示されてしまいます。 

＜FX2従事員数等＞             ＜TKCCL従事員数等＞ 

 

 ＜TKCCL従事員数等＞ 

 

 

 

 

 

 2)対処方法 

    「TKCCL 従事員数等」の第３引数を削除してください。削除する方法として、セルを指定して直接削除

するか、「検索と置換」により削除する方法があります。例えば、「検索と置換」で以下の文字列を指定

することで削除することができます。 

・検索する文字列・・・「,1,」（マスターの種類で「1」を指定している場合） 

・置換後の文字列・・・「,」 

なお、[すべて検索(I)]ボタンをクリックすると、検索文字列を含むセルが一覧で表示されます。当機

能により、置換が不要なセルを確認することができます。当機能もご利用し、削除してください。 

 

 

 

  



81 

 

（６）関数の引数の定義変更（「従事員数等」関数） 

●対象 

・「従事員数」（TKCCL従事員数等）を利用し、かつ第３引数「単位数量名」を「空欄」としている場合 

①ＦＸ２では「分類名」（ＦＸクラウドでは「単位数量名」としています。）を空欄とすることで従事員数の

合計を取得することができます。 

 

②ＦＸクラウドで、「単位数量名」を空欄とした場合、「#VALUE」となり、「従事員数の合計」を取得すること

ができません。そのため、「従事員数等の合計」を取得している場合は、合計を取得するための表を別途作

成し、作成した表の合計を参照先として指定してください。作成例は以下のとおりです。 

  1)従事員数と処理年月を配置します。 

 
 2)「従事員数」（TKCCL従事員数等）を利用し、各月の従事員数を取得します。 

  

 3)ExcelのSUM関数を利用して各月の合計を取得します。 
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4)「従事員数等」（FX2従事員数等）で従事員数の合計を取得していたセルの参照先を、上記③で作成した

表の合計のセルとします。 
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Ⅷ．利用上の注意点 
 

１．マネジメントレポート設計ツールをインストールした場合、Excel の起動にあたり、数秒かかる場合があり

ます。 

 

２．マネジメントレポート設計ツール特有の関数を埋め込んだファイルを起動する際、ユーザID及びパスワード

の入力画面が表示されます。このユーザ ID 及びパスワードの入力画面の背後には Excel のデータが表示され

ます。 

このデータは前回当Excelファイルを保存した際

のデータであり、ＦＸクラウドシリーズのデータベ

ースから再度取得したデータではありません。セキ

ュリティのために前回のデータも含めてデータの閲

覧を禁止する場合は、ドキュメントの暗号化等によ

りブックの起動時のパスワード等を設定します。 

 

 

 

 

 

３．「マスター情報の配置」機能を利用してマスターを配置した場合、マスターの配置の範囲（補助コードや口座

名などが配置されるべき箇所）に該当するセルは、マスターの配置結果に関係なく、当該セルの「表示形式」

は「文字列」となります。そのため、当該セルに日付などの値を別途入力しても、文字列として扱われますの

で、このような場合は表示形式の変更を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．エクセルに入力した関数に誤りがあるとエラーとなり、関数を入力したセルにエラー値が表示されます。主

なエラーは以下の通りです。エラーが表示された場合の対応方法については、エクセルの解説書等をご確認く

ださい。 

エラー値 読み 解説 

#N/A ノー・アサイン 数式等の演算の過程で、参照先のセルに値がない場合に表示されるエラー 

#VALUE! バリュー ワークシート関数の引数が正しくないために表示されるエラー 

#REF! リファレンス 数式等の演算の過程で、セル参照が無効な場合に表示されるエラー 

#DIV/0! ディバイド・パー・ゼロ 数式等の演算の過程で、0で除算した場合に表示されるエラー 

#NUM! ナンバー ワークシート関数の引数に指定されている数値が不適切な場合に表示される

エラー 

#NAME? ネーム 関数名が正しくない場合に表示されるエラー 

#NULL! ヌル 参照先の範囲の記述方法に誤りがある場合に表示されるエラー 
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